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難関国際会議で発表された日本の論文数
（Neubigさん・村脇さん調べ，ACL Wiki）
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Coling
大阪開催

国際会議採択論文数 ≈ 言語処理学会発表論文数 × 0.2

日本からの論文のシェアは6～8%くらい？



Aim4ACL

● 目的: 国際会議でのプレゼンスを高める

● 仮説: 論文のプレゼンテーションを改善すれば，採択の可能性は上がる？

● 方法: ACLの締め切り前に投稿予定論文を外部の有識者の方に見てもらい，意見

や改善点などを出してもらう
○ あえて「論文を通す」ことを重視した会とする

○ 研究の中身を改善することは求めず，プレゼンテーションを改善することに注力する

● 始めることになったきっかけはTokyoCLの懇親会？
○ おおらく発起人は賀沢さん，持橋さん，宮尾さん

○ 関係者に聞き取りをしても，みんな記憶が曖昧

○ 岡崎はその場にいなかったため分からない

● 過去にメンターとして参加した方: 乾さん，賀沢さん，小町さん，中山さん，持橋さん

，宮尾さん，三輪さん，岡崎
○ 漏れがありましたらすみません（メールが残っていないため）

○ 未発表の論文を取り扱うため，大々的な会にできず，限られたメンバーで試行する



関連事例 (ACL SRW)

カメラレディ提出時も査読コメントが反映されているかをメンターがチェック



関連事例 (Coling 2018)

● 論文のプレゼンを改善する
○ 研究の質は十分高く，プレゼン

を良くすれば採録に値しそうな

論文を対象

○ 個人的には，査読時にプレゼ

ンの質を重視しないようにすれ

ば良いような…

スケジュール（本会議締切まで）

● 4週間前
○ 著者はアブストラクトを登録

● 3週間前
○ Area Chairはメンタリングの担

当者を決める

○ 著者は論文を送る

● 2週間前
○ メンターからフィードバックを返

信



Aim4ACL 2017

● 1月13日: 企画始動（幹事: 宮尾さん）

● 1月23日: 申し込み締め切り（タイトルとアブストラクトを登録）
○ 論文を見る側として協力をすると，論文を 2件まで依頼できる

● 1月25日: 申し込みのあった各論文に担当者2名を割り当て
○ 各担当者は2-3件の論文を担当

● 1月26日: 論文提出締め切り（著者から担当者に直接送る）
○ 担当者は2月1日までに論文を読む

● 2月1日: Aim4ACL @ 国立情報学研究所

● 採択実績
○ 0 / 6 (4月10日時点)
○ Kobayashi et al. (IJCNLP 2017), Nishida and Nakayama (IJCNLP 2017), Imankulova, Sato 

and Komachi (WAT 2017), Suzuki, Kajiwara and Komachi (ACL 2017 Student Research 
Workshop), Yokoi et al. (IJCAI 2017)

● 反省点
○ 残念ながらACLに採択された論文が出なかった（プレゼンだけではだめ？）

○ 投稿まで2週間のタイミングで本質的な問題点を修正するのは難しい

○ Aim4EMNLPも開催されたらしい（岡崎は参加しませんでした）



Aim4ACL 2018

● 研究に対する本質的な議論を行い，今後の進め方や論文執筆の方向性などをみ

んなで検討する場（論文を書き始める前のタイミング）

● 9月11日: 企画始動（幹事: 岡崎）

● 10月23日: 申し込み締め切り（タイトルとアブストラクトを登録）

● 11月6日: Aim4ACL @ 首都大学東京秋葉原サテライトキャンパス
○ 発表者: 6名
○ アドバイザ: 乾さん，持橋さん，小町さん，中山さん，岡崎

○ 25分発表 + 15分議論

● 採択実績（まだACLの結果は出ていない）
○ Shu and Nakayama (ICLR 2018)



今後の課題

● 未発表の研究の取り扱い
○ 特許出願のタイミング

○ ACL-SRWやColingではメンタリングの制度がある

● Conflict of Interest (COI)
○ Aim4ACLで担当した論文が査読に回ってきたらどうすればよいか

○ ACLのPCやACを担当する場合はどうすればよいか（宮尾さんは Aim4ACL 2018不参加）

● 研究のストーリーや実験の計画についてアドバイスすべきか？

● 英語の論文執筆指導をどのように効率化するか


